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申込を開始します！
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平
成
30
年
第
４
回
本
部
町
議
会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
提
案
し
て
お
り
ま
す
議
案
の
ご
説
明
に
先
立
ち
、
町
政

運
営
に
関
す
る
私
の
所
信
の
一
端
と
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
の
た
び
の
本
部
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
町
民
、
関
係
団
体
並
び
に
議
員
各
位
の
方
々
か
ら
の

ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
無
投
票
で
の
当
選
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な

く
行
財
政
改
革
の
推
進
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
本
町
の
発
展

に
多
大
な
尽
力
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
歴
代
の
町
長
始
め
、

関
係
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
私
は
今
回
の
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
に
あ
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
融
和・協
調・個
性
を
大
事
に
、

町
民
生
活
の
豊
か
さ
を
第
一
に
据
え
て
、「
日
本
一
心
豊
か

な
我
が
町
づ
く
り
」を
政
治
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。
物
の

豊
か
さ
と
同
時
に
こ
の
町
に
住
む
人
々
の
心
の
豊
か
さ
を
大
事

に
考
え
、
今
後
４
年
間
の
各
分
野
で
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
目
に
、
強
い
も
と
ぶ
経
済
づ
く
り
への
挑
戦
を

い
た
し
ま
す
。

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
町
の

経
済
を
発
展
さ
せ
る
原
動
力
を
作
る
こ
と
が
最
重
要
課
題

と
な
り
ま
す
。

現
在
、
本
部
町
の
人
口
は
、
約
1
万
３
千
２
百
名
余
り
で

あ
り
ま
す
が
、
町
の
経
済
と
し
て
は
、
多
く
が
小
規
模
事
業

者
の
集
合
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

地
域
特
産
品
の
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を
図
り
、

自
産
自
消
、
自
産
他
消
等
販
路
拡
大
を
支
援
し
、
町
内
小

規
模
事
業
者
の
成
長
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商

工
会
、
観
光
協
会
、
漁
業
協
同
組
合
、
飲
食
業
組
合
、
農

業
団
体
等
の
経
済
団
体
と
連
携
強
化
を
図
り
、
メ
イ
ド
イ

ン
も
と
ぶ
商
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

二
点
目
に
、
次
世
代
を
担
う
武
本
部
人
材
の
育
成
を
強
力

に
推
進
い
た
し
ま
す
。

地
域
社
会
全
体
で
心
豊
か
な
本
部
っ
子
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

今
や
本
町
で
も
核
家
族
世
帯
や
共
働
き
世
帯
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
放
課
後
に
一
人
で
過
ご
す
児
童
生
徒
が
多
く
い

ま
す
。
そ
の
た
め
行
政
区
の
公
民
館
を
活
用
し
た
学
習
教
室

の
拡
充
、
公
設
民
営
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
上
本
部
小
中
一
貫
校
を
は
じ
め
町
立
学
校
の
教
育

環
境
の
整
備
に
取
組
み
、
学
習
支
援
員
の
拡
充
等
に
よ
る
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
り
、
郷
土
愛
を
育
む
本
部
型
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

三
点
目
に
、
児
童
福
祉
・
老
人
福
祉
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
す
く
す
く
と
育
つ
た
め
に
、
子

育
て
世
代
の
支
援
と
し
て
、「
子
育
て
育
成
ゆ
い
ま
ー
る
基

金
」を
新
た
に
創
設
し
、
出
産
祝
い
金
や
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
の
拡
充
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
妊
産
婦
の
心
身

の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
家
庭
支
援
を
行
う
こ
と
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

高
齢
者
が
心
豊
か
に
イ
キ
イ
キ
と
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
健
康
な
体
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
よ
り
長
く
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
健
康
増
進
事
業
の
拡
充
や
高
齢
者

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

四
点
目
に
、
生
活
環
境
・
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ま
ち
で
心
豊
か
な
生
活
を
営
む
に
は
、
住
み
よ
い
環

所
信
表
明

平良武康 町長

11月は「児童虐待防止推進月間」です。児童虐待は社会全体で解決すべき深刻な問題です。

2（  ）　広報もとぶ　平成30年11月1日（木）　第356号



境
を
整
備
す
る
と
共
に
生
活
基
盤
で
あ
る
産
業
を
安
定
的
か

つ
確
実
に
振
興
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
の

重
要
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
国
道
、
県
道
を
は
じ
め
町
道
や
農
道
等
住
民
生
活

に
密
着
し
た
道
路
や
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
が
明
る
く
伸
び

伸
び
と
育
つ
環
境
を
整
え
る
た
め
、
新
た
に
子
育
て
支
援
町

営
住
宅
の
建
設
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

上
本
部
飛
行
場
跡
地
利
用
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計

画
的
に
民
間
活
力
等
を
取
り
込
み
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

本
町
全
体
の
活
性
化
に
繋
げ
る
よ
う
、
そ
の
利
活
用
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
船
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
部
港
が
国
際
旅

客
船
拠
点
形
成
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
岸
壁

整
備
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
ク

ル
ー
ズ
船
を
利
用
し
た
、
観
光
客
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
本
部
港
湾
の
機
能
を
活
用

し
、
本
町
及
び
北
部
地
域
の
物
流
改
善
と
産
業
振
興
に
向

け
た
東
京
・
大
阪
航
路
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

五
点
目
に
、
観
光
・
農
業
・
水
産
業
の
振
興
を
き
め
細
か

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

明
る
く
心
豊
か
な
本
部
町
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
観
光
、

農
業
、
水
産
業
の
各
分
野
の
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
形

態
で
の
振
興
を
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
入
域
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

町
内
滞
留
時
間
を
長
く
す
る
た
め
、
新
た
な
観
光
拠
点
整
備

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
への
特
産
品
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
は
、
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
本
部
町
の
特
産
品
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
観
光
す
る
楽
し

み
に「
今
だ
け　
こ
こ
だ
け　
あ
な
た
だ
け
」の
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
固
定
概
念
を
常
に
乗
り
越
え
た
商
品
づ
く
り
を
念

頭
に
、
本
部
町
で
し
か
味
わ
え
な
い
産
物
開
発
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
中
心
的
な
品
目
で
あ

る
花
き
・
畜
産
・
野
菜
等
の
生
産
施
設
の
整
備
等
、
そ
の
支

援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
観
光
と
リ
ン
ク
し
た
農
業
を
推
進
し
、
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
や
ア
セ
ロ
ー
ラ
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
等
、
亜
熱
帯
地
域
の

特
徴
的
な
産
物
の
よ
り
一
層
の
産
地
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
町
外
・
国
外
の
来
町
者
に
本
町
の
特
徴
的
な
農
産
物

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
生
産
体
制
の
強
化
と
あ
わ
せ
、
強
力
な
販
売
体

制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
漁
獲
に
特
化
し

た
漁
業
の
み
な
ら
ず
、
観
光
と
リ
ン
ク
し
た
漁
業
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
海
を
活
用
し
た
、
見
て
も
ら
う
・
体
験
し

て
も
ら
う
漁
業
等
も
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
漁
協

組
合
及
び
遊
漁
船
等
を
中
心
に
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
・
農
業
・
漁
業
の
新
た
な
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
全
産
業
を
支
え
て
い
る
の
は
第
一
次
産
業
と
の
考
え
の

も
と
、
そ
の
後
継
者
育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
人
材
確
保
と
し
て
国
の
支
援
制
度
等
を
活
用
し
足
腰
の
強

い
、
や
り
が
い
の
あ
る
産
業
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
担
い
手
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場

を
積
極
的
に
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
者
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

六
点
目
に
、
行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
む
今
日
、
地
方
自
治
体
は
、
自
ら
の
地

域
の
多
様
な
実
情
や
課
題
に
向
き
合
い
、
自
己
責
任
の
も
と

に
自
主
的
・
主
体
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
民
の
暮
ら
し
と
生
活
を
支
え
、
町
の
未
来
を
展
望
し
、

自
ら
切
り
拓
い
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
る
も
の
と
私

は
捉
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
限
ら
れ

た
財
源
と
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
べ
く
行
政
組
織
の

効
率
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行
財
政
改
革
に
一
層

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
施
策
を
展

開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
税
収
を
伸
ば
す
取

り
組
み
を
行
い
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
と
共
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
今
後
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
施
策
の
一
端

を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
私
の
基

本
的
な
考
え
を
こ
の
所
信
表
明
で
明
ら
か
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
具
体
的
な
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
施
政
方

針
や
予
算
編
成
な
ど
で
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

「
日
本
一
心
豊
か
な
我
が
町
づ
く
り
」を
目
指
し
、
職
員

と
共
に
町
の
発
展
の
た
め
、
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
、
議
員
各
位
と
町
民
皆
様
の
な
お
一
層
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

	
	

平
成
30
年
９
月
28
日

本
部
町
長
　
平	

良	

武	

康

11月1日～ 7日は「教育・文化週間」です。教育や文化への関心と理解を深めましょう。

　広報もとぶ　平成30年11月1日（木）　第356号3（  ）



平成29年度の歳入歳出決算認定が、去る10月4日に本部町議会において認定されましたのでそのあらましをお知らせいたします。

8,385,864千円
8,034,950千円

350,914千円
2,723,444千円
2,658,672千円

64,772千円
113,120千円
112,733千円

387千円
446,286千円
426,964千円
19,322千円

509,059千円
463,001千円

9,396千円
109,696千円

345,149千円
194,268千円
150,881千円
63,543千円
53,865千円
9,678千円
4,407千円
4,347千円

60千円
△57,287千円
△53,149千円
△4,138千円

5,729千円
12,615千円

△40,604千円
△46,545千円

4.3%
2.5%
－   

2.4%
2.1%
－   

4.1%
4.0%
－   

△ 11.4%
△ 11.1%

－   
1.1%
2.8%

△ 81.2%
△ 29.8%

歳　入    
歳　出    

歳　入    
歳　出    

歳　入    
歳　出    

収　入    
支　出    
収　入    
支　出    

一　　　般　　　会　　　計

会計区分 決算額 前年度比較
増減額 増減率

歳　入　歳　出　差　引

歳　入　歳　出　差　引

歳　入　歳　出　差　引

水 道 事 業 会 計
収 益 的

資 本 的

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
特 　 別 　 会 　 計

歳　入    
歳　出    

歳　入　歳　出　差　引

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

公 共 下 水 道
特 別 会 計

平成30年3月末人口：13,293人
会計区分 残高額 町民１人当たり残高

6,435,956,839円
1,477,054,795円

983,473,844円

484,161円
111,115円
73,984円

一 般 会 計
公共下水道特別会計
上水道事業特別会計

◆町民１人当たりに使われた主要経費

◆町民１人当たりが納めた税金、保険税及び水道料金

※1：国民健康保険税については、被保険者数4,439人で算出しています。 ※2：後期高齢者医療保険料については、被保険者数1,928人で算出しています。
※3：下水道料金については、水洗便所設置済人口7,021人で算出しています。 ※4：上水道料金については、給水人口13,287人で算出しています。

（平成30年3月末現在の人口13,293人で算出しています。）

★議会費
町議会議員の報酬や町議会の運営活動
に使われる費用です。
★総務費
町の全般的な管理事務経費であり、町
税、戸籍、統計、広報、選挙、交通安全対
策、コミュニティの推進、その他内部管理
事務などに使われる費用です。
★民生費
住民に一定水準の生活と安定した社会
生活を保障するための経費であり、高齢
者や障害者、乳幼児のための福祉などに
使われる費用です。
★衛生費
住民が健康で衛生的な生活環境を保持
するための経費であり、各種検診や予防
接種、公害対策、ごみの収集・処理、リサ
イクルの推進などに使われる費用です。
★農林水産業費
農林水産業の振興や農道、漁港等の維
持整備に使われる費用です。
★商工費
商工業の振興、観光事業等に使われる
費用です。
★土木費
道路、公園、港湾、町営住宅等の維持整
備などに使われる費用です。
★消防費
消防、災害対策、救急活動などに使われ
る費用です。
★教育費
教育委員会、幼稚園・小・中学校などの
学校教育、文化・スポーツの振興などの
社会教育に使われる費用です。
★公債費
町の借入金（町債）を返済する費用です。

歳入決算額
8,385,864千円

町税
13.9%

1,163,005千円

町税
13.9%

1,163,005千円

自主財源
23.1%

1,939,796千円

自主財源
23.1%

1,939,796千円

依存財源
76.9%

6,446,068千円

依存財源
76.9%

6,446,068千円

諸収入・繰越金
5.0%

422,333千円

諸収入・繰越金
5.0%

422,333千円

その他
4.2%

354,458千円

その他
4.2%

354,458千円

地方交付税
29.1%

2,443,591千円

地方交付税
29.1%

2,443,591千円

交付金等
3.8%

316,153千円

交付金等
3.8%

316,153千円

国庫支出金
23.1%

1,934,884千円

国庫支出金
23.1%

1,934,884千円

県支出金
14.2%

1,191,047千円

県支出金
14.2%

1,191,047千円

町債
6.7%

560,393千円

町債
6.7%

560,393千円

総務費
9.4%

757,935千円

総務費
9.4%

757,935千円

議会費
1.2%

98,783千円

議会費
1.2%

98,783千円

民生費
33.7%

2,704,528円

民生費
33.7%

2,704,528円

衛生費
5.3%

423,219千円

衛生費
5.3%

423,219千円

教育費
12.6%

1,014,692千円

教育費
12.6%

1,014,692千円

公債費
8.9%

715,619千円

公債費
8.9%

715,619千円

農林水産業費
10.3%

828,896千円

農林水産業費
10.3%

828,896千円

商工費
5.2%

414,166千円

商工費
5.2%

414,166千円

土木費
9.7%

781,974千円

土木費
9.7%

781,974千円

消防費
3.7%

295,138千円

消防費
3.7%

295,138千円
歳出決算額
8,034,950千円

平成29年度 本部町決算報告
平成29年度  歳入歳出決算額

町債の残高状況

一般会計の内訳

用語説明

町民１人当たりに見る決算額

商工費

31,157円

土木費

58,826円

消防費

22,203円

教育費

76,333円

公債費

53,834円

町税

87,490円

国民健康
保険税※1

65,449円

後期高齢者
医療保険料※2

29,879円

下水道料金※3

6,449円

上水道料金※4

16,127円

議会費

7,431円

総務費

57,018円

民生費

203,455円

衛生費

31,838円

農林
水産業費
62,356円

金利

商 店 街

平成29年度の歳入歳出決算認定が、去る10月4日に本部町議会において認定されましたのでそのあらましをお知らせいたします。

8,385,864千円
8,034,950千円

350,914千円
2,723,444千円
2,658,672千円

64,772千円
113,120千円
112,733千円

387千円
446,286千円
426,964千円
19,322千円

509,059千円
463,001千円

9,396千円
109,696千円

345,149千円
194,268千円
150,881千円
63,543千円
53,865千円
9,678千円
4,407千円
4,347千円

60千円
△57,287千円
△53,149千円
△4,138千円

5,729千円
12,615千円

△40,604千円
△46,545千円

4.3%
2.5%
－   

2.4%
2.1%
－   

4.1%
4.0%
－   

△ 11.4%
△ 11.1%

－   
1.1%
2.8%

△ 81.2%
△ 29.8%

歳　入    
歳　出    

歳　入    
歳　出    

歳　入    
歳　出    

収　入    
支　出    
収　入    
支　出    

一　　　般　　　会　　　計

会計区分 決算額 前年度比較
増減額 増減率

歳　入　歳　出　差　引

歳　入　歳　出　差　引

歳　入　歳　出　差　引

水 道 事 業 会 計
収 益 的

資 本 的

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
特 　 別 　 会 　 計

歳　入    
歳　出    

歳　入　歳　出　差　引

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

公 共 下 水 道
特 別 会 計

平成30年3月末人口：13,293人
会計区分 残高額 町民１人当たり残高

6,435,956,839円
1,477,054,795円

983,473,844円

484,161円
111,115円
73,984円

一 般 会 計
公共下水道特別会計
上水道事業特別会計

◆町民１人当たりに使われた主要経費

◆町民１人当たりが納めた税金、保険税及び水道料金

※1：国民健康保険税については、被保険者数4,439人で算出しています。 ※2：後期高齢者医療保険料については、被保険者数1,928人で算出しています。
※3：下水道料金については、水洗便所設置済人口7,021人で算出しています。 ※4：上水道料金については、給水人口13,287人で算出しています。

（平成30年3月末現在の人口13,293人で算出しています。）

★議会費
町議会議員の報酬や町議会の運営活動
に使われる費用です。
★総務費
町の全般的な管理事務経費であり、町
税、戸籍、統計、広報、選挙、交通安全対
策、コミュニティの推進、その他内部管理
事務などに使われる費用です。
★民生費
住民に一定水準の生活と安定した社会
生活を保障するための経費であり、高齢
者や障害者、乳幼児のための福祉などに
使われる費用です。
★衛生費
住民が健康で衛生的な生活環境を保持
するための経費であり、各種検診や予防
接種、公害対策、ごみの収集・処理、リサ
イクルの推進などに使われる費用です。
★農林水産業費
農林水産業の振興や農道、漁港等の維
持整備に使われる費用です。
★商工費
商工業の振興、観光事業等に使われる
費用です。
★土木費
道路、公園、港湾、町営住宅等の維持整
備などに使われる費用です。
★消防費
消防、災害対策、救急活動などに使われ
る費用です。
★教育費
教育委員会、幼稚園・小・中学校などの
学校教育、文化・スポーツの振興などの
社会教育に使われる費用です。
★公債費
町の借入金（町債）を返済する費用です。

歳入決算額
8,385,864千円

町税
13.9%

1,163,005千円

町税
13.9%

1,163,005千円

自主財源
23.1%

1,939,796千円

自主財源
23.1%

1,939,796千円

依存財源
76.9%

6,446,068千円

依存財源
76.9%

6,446,068千円

諸収入・繰越金
5.0%

422,333千円

諸収入・繰越金
5.0%

422,333千円

その他
4.2%

354,458千円

その他
4.2%

354,458千円

地方交付税
29.1%

2,443,591千円

地方交付税
29.1%

2,443,591千円

交付金等
3.8%

316,153千円

交付金等
3.8%

316,153千円

国庫支出金
23.1%

1,934,884千円

国庫支出金
23.1%

1,934,884千円

県支出金
14.2%

1,191,047千円

県支出金
14.2%

1,191,047千円

町債
6.7%

560,393千円

町債
6.7%

560,393千円

総務費
9.4%

757,935千円

総務費
9.4%

757,935千円

議会費
1.2%

98,783千円

議会費
1.2%

98,783千円

民生費
33.7%

2,704,528円

民生費
33.7%

2,704,528円

衛生費
5.3%

423,219千円

衛生費
5.3%

423,219千円

教育費
12.6%

1,014,692千円

教育費
12.6%

1,014,692千円

公債費
8.9%

715,619千円

公債費
8.9%

715,619千円

農林水産業費
10.3%

828,896千円

農林水産業費
10.3%

828,896千円

商工費
5.2%

414,166千円

商工費
5.2%

414,166千円

土木費
9.7%

781,974千円

土木費
9.7%

781,974千円

消防費
3.7%

295,138千円

消防費
3.7%

295,138千円
歳出決算額
8,034,950千円

平成29年度 本部町決算報告
平成29年度  歳入歳出決算額

町債の残高状況

一般会計の内訳

用語説明

町民１人当たりに見る決算額

商工費

31,157円

土木費

58,826円

消防費

22,203円

教育費

76,333円

公債費

53,834円

町税

87,490円

国民健康
保険税※1

65,449円

後期高齢者
医療保険料※2

29,879円

下水道料金※3

6,449円

上水道料金※4

16,127円

議会費

7,431円

総務費

57,018円

民生費

203,455円

衛生費

31,838円

農林
水産業費
62,356円

金利

商 店 街

季節の変わり目だね。体調管理に気をつけよう！

4（  ）　広報もとぶ　平成30年11月1日（木）　第356号



平成29年度の歳入歳出決算認定が、去る10月4日に本部町議会において認定されましたのでそのあらましをお知らせいたします。

8,385,864千円
8,034,950千円

350,914千円
2,723,444千円
2,658,672千円

64,772千円
113,120千円
112,733千円

387千円
446,286千円
426,964千円
19,322千円

509,059千円
463,001千円

9,396千円
109,696千円

345,149千円
194,268千円
150,881千円
63,543千円
53,865千円
9,678千円
4,407千円
4,347千円

60千円
△57,287千円
△53,149千円
△4,138千円

5,729千円
12,615千円

△40,604千円
△46,545千円

4.3%
2.5%
－   

2.4%
2.1%
－   

4.1%
4.0%
－   

△ 11.4%
△ 11.1%

－   
1.1%
2.8%

△ 81.2%
△ 29.8%

歳　入    
歳　出    

歳　入    
歳　出    

歳　入    
歳　出    

収　入    
支　出    
収　入    
支　出    

一　　　般　　　会　　　計

会計区分 決算額 前年度比較
増減額 増減率

歳　入　歳　出　差　引

歳　入　歳　出　差　引

歳　入　歳　出　差　引

水 道 事 業 会 計
収 益 的

資 本 的

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
特 　 別 　 会 　 計

歳　入    
歳　出    

歳　入　歳　出　差　引

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

公 共 下 水 道
特 別 会 計

平成30年3月末人口：13,293人
会計区分 残高額 町民１人当たり残高

6,435,956,839円
1,477,054,795円

983,473,844円

484,161円
111,115円
73,984円

一 般 会 計
公共下水道特別会計
上水道事業特別会計

◆町民１人当たりに使われた主要経費

◆町民１人当たりが納めた税金、保険税及び水道料金

※1：国民健康保険税については、被保険者数4,439人で算出しています。 ※2：後期高齢者医療保険料については、被保険者数1,928人で算出しています。
※3：下水道料金については、水洗便所設置済人口7,021人で算出しています。 ※4：上水道料金については、給水人口13,287人で算出しています。

（平成30年3月末現在の人口13,293人で算出しています。）

★議会費
町議会議員の報酬や町議会の運営活動
に使われる費用です。
★総務費
町の全般的な管理事務経費であり、町
税、戸籍、統計、広報、選挙、交通安全対
策、コミュニティの推進、その他内部管理
事務などに使われる費用です。
★民生費
住民に一定水準の生活と安定した社会
生活を保障するための経費であり、高齢
者や障害者、乳幼児のための福祉などに
使われる費用です。
★衛生費
住民が健康で衛生的な生活環境を保持
するための経費であり、各種検診や予防
接種、公害対策、ごみの収集・処理、リサ
イクルの推進などに使われる費用です。
★農林水産業費
農林水産業の振興や農道、漁港等の維
持整備に使われる費用です。
★商工費
商工業の振興、観光事業等に使われる
費用です。
★土木費
道路、公園、港湾、町営住宅等の維持整
備などに使われる費用です。
★消防費
消防、災害対策、救急活動などに使われ
る費用です。
★教育費
教育委員会、幼稚園・小・中学校などの
学校教育、文化・スポーツの振興などの
社会教育に使われる費用です。
★公債費
町の借入金（町債）を返済する費用です。

歳入決算額
8,385,864千円

町税
13.9%

1,163,005千円

町税
13.9%

1,163,005千円

自主財源
23.1%

1,939,796千円

自主財源
23.1%

1,939,796千円

依存財源
76.9%

6,446,068千円

依存財源
76.9%

6,446,068千円

諸収入・繰越金
5.0%

422,333千円

諸収入・繰越金
5.0%

422,333千円

その他
4.2%

354,458千円

その他
4.2%

354,458千円

地方交付税
29.1%

2,443,591千円

地方交付税
29.1%

2,443,591千円

交付金等
3.8%

316,153千円

交付金等
3.8%

316,153千円

国庫支出金
23.1%

1,934,884千円

国庫支出金
23.1%

1,934,884千円

県支出金
14.2%

1,191,047千円

県支出金
14.2%

1,191,047千円

町債
6.7%

560,393千円

町債
6.7%

560,393千円

総務費
9.4%

757,935千円

総務費
9.4%

757,935千円

議会費
1.2%

98,783千円

議会費
1.2%

98,783千円

民生費
33.7%

2,704,528円

民生費
33.7%

2,704,528円

衛生費
5.3%

423,219千円

衛生費
5.3%

423,219千円

教育費
12.6%

1,014,692千円

教育費
12.6%

1,014,692千円

公債費
8.9%

715,619千円

公債費
8.9%

715,619千円

農林水産業費
10.3%

828,896千円

農林水産業費
10.3%

828,896千円

商工費
5.2%

414,166千円

商工費
5.2%

414,166千円

土木費
9.7%

781,974千円

土木費
9.7%

781,974千円

消防費
3.7%

295,138千円

消防費
3.7%

295,138千円
歳出決算額
8,034,950千円

平成29年度 本部町決算報告
平成29年度  歳入歳出決算額

町債の残高状況

一般会計の内訳

用語説明

町民１人当たりに見る決算額

商工費

31,157円

土木費

58,826円

消防費

22,203円

教育費

76,333円

公債費

53,834円

町税

87,490円

国民健康
保険税※1

65,449円

後期高齢者
医療保険料※2

29,879円

下水道料金※3

6,449円

上水道料金※4

16,127円

議会費

7,431円

総務費

57,018円

民生費

203,455円

衛生費

31,838円

農林
水産業費
62,356円

金利

商 店 街

本部町営住宅の空き屋待ち募集を下記のとおり行いますので、下
記の注意事項をご覧の上、受付期間内に申込書をご提出ください。

【空き屋待ち募集とは】
現在、町営住宅に入居中の方が平成３１年度中に退去した場合の次の
入居者をあらかじめ募集することをいいます。空き屋待ちの募集により平成
３１年度からの入居が決定するものではありませんのでご注意ください。

【入居資格】
住宅に困窮している世帯
原則、単身世帯での申込はできません。ただし、高齢者世帯及び生活
保護世帯等の世帯の状況により申込が可能な場合がありますので、
窓口にてご相談ください。

【募集する町営住宅】
本部町内にある町営住宅（１４団地、１７０戸）で募集を行います。
謝花団地（２０戸）・谷茶団地（１４戸）・伊野波団地（８戸）・伊豆味
団地（８戸）・北里団地（８戸）・新里団地（２４戸）・崎本部団地（１２
戸）・瀬底団地（１２戸）・健堅団地（１２戸）・崎本部第２団地（８戸）・
山里団地（６戸）・辺名地団地（１６戸）・瀬底第２団地（６戸）・伊豆
味第２団地（１６戸）
　※（　）内の戸数は、空き部屋の数ではありません。

【募集期間】
平成３０年１２月１０日（月）～１２月２１日（金）まで
午前９時～午後５時 （昼食時間（１２時～１時）及び土・日、祝祭日は除く）

【受付及び資料配布場所】 本部町役場　２階　建設課

【必要書類】
申込書・住民票謄本・所得証明書・町税完納証明書・資産証明書 

（無資産証明）
その他必要な書類については窓口にてご説明させていただきます。

【住宅家賃】 世帯所得に応じて家賃決定を行います。

【空き屋待ち順位】
申込書等を提出後、本部町で審査し、合格した方へ公開抽選を行
い、順番を決定しています。
１年間有効（平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日）となります。

お問い合わせ　本部町建設課　TEL．47-2111

【犬を飼う前に】
犬を飼育するさいは、飼い犬に対し

て最後まで責任を持たなければなり
ません。

飼い犬が地域や周囲の人たちに迷
惑をかけないよう、散歩をするさいには
リードで繋いだり、ふん尿の片づけも
飼い主の義務となります。

また、しつけやお世話を毎日行い、鳴き声等による周囲へのトラブル
を回避するのも飼い主の責任となります。

【飼い主の義務】
① 飼い犬の登録は済んでいますか？
 犬を飼うときは本部町役場保険予防課で登録を行う必要があ

ります。
② 狂犬病の予防注射は受けさせていますか？
 狂犬病予防注射は年に1回受けさせなければいけません。まだ予

防注射を受けていないときは動物病院にて予防注射を受けてく
ださい。

③ 犬の鑑札、注射済票は付けていますか？
 犬を登録したときにもらえる鑑札は、犬の登録の証明及び犬が逃

げ出したときに飼い主への連絡を行うさいに必要となります。また、
狂犬病予防注射を受けたときにもらえる注射済票は注射を受けた
証明となりますので、どちらも首輪へ付けるようお願いします。

飼い主は飼い犬に対して責任を持たなければなりません。「少しくら
いなら」、「自分たちの犬は大丈夫だから」という気持ちが、周囲に迷惑
をかけることもあります。飼い犬を守るためにも飼い主は責任を持って
飼育するようお願いします。

※予防注射手数料（病院によって金額が異なります。）
 注射済票交付手数料　550円
 犬の登録申請料　3,000円
 鑑札再交付申請手数料　1,600円

お問い合わせ　本部町保険予防課　TEL．47-2103

平成３１年度 町営住宅空き屋待ち募集について 犬を飼育するさいの飼い主の責任について

バスを利用しよう！インターネットサイト「バスなび沖縄」では経路や時刻、運行状況などが確認できるよ。
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平成31年度の町立保育所及び法人保育園、小規模保育施設へ
の入所児童を次のとおり募集します。

【新規入所（園）申込期間】
平成30年12月10日（月）～ 12月28日（金）
午前8時30分～午後5時 （昼食時間（12時～１時）及び土・日、祝祭日は除く）

【対　象】
町内にお住まいで保護者が仕事、病気の状態にあるなど、保育を必
要とする世帯の乳幼児が対象です。
※平成30年11月12日（月）より申込用紙の配布を開始します。
　（場所：本部町役場福祉課）

保育所（園）と特別保育実施状況
◆保育所（園）一覧

保育所（園）名 所在地 電話
特 別 保 育

延長保育 障がい児 
保育

公立 渡久地保育所 渡久地231番地 47-2106 ○

法人

ドリーム保育園 伊野波438番地1 47-3602 ○

美ら咲保育園 東151番地2 47-7615 ○

ゆ い 保 育 園 大浜865番地1 47-7181 ○

風のわ保育園 浦崎740 48-3170 ○

こすも保育園 野原277番地 47-3370 ○

◆小規模保育施設一覧

施 設 名 所 在 地 電 話
特 別 保 育 対 象  

年 齢延長保育 障がい児保育

ベビーハウス遊 大浜16番地2 47-4138
0～2 
歳こすもキッズ 

小規模保育園 伊野波278番地5 47-6411 ○

～入所調整（選考）について～
※入所の決定は申込み順ではなく、｢安定した環境で子どもの心身の健全な発

達を促す観点から一貫して継続的な環境で保育を受けることが望ましい｣「現
在利用している施設を継続的に利用することを保障することが適当」という国
の考え方に基づき、継続して入所する児童を先に調整（選考）し、その後新規
入所申込児童の保育の必要性の高い順に調整（選考）し決定します。

※在園児の継続入所申込みについては各園をとおして案内致します。

お問い合わせ 　本部町福祉課　TEL.47-2165

今年度も町民の皆様を対象に健康トレーニング教室を開催します。
「運動不足を解消したい」「筋力をつけたい」などなど、運動や健康

について関心のある皆様へ指導経験豊富な講師が「運動のコツ」を
ご指導します。もちろん年齢や運動経験は問いません。誰でも出来る

「筋力トレーニング」「健康づくり」を体験してみませんか？

実施クール 実 施 日
11月クール 11/2（金）・11/9（金） ・11/16（金）・ 11/30（金）
12月クール 12/7（金）・12/14（金）・12/21（金）・ 12/28（金）

【場　所】もとぶ元気村（本部町海洋ウェルネスリゾートセンター）
【講　師】矢貫 明子（介護予防運動指導員・貯筋指導者）
【時　間】午前10時～ 11時30分　　【料　金】無料
【持ち物】動きやすい服装、タオル
【予　約】お好きなクールをひとつお選びください。
 （1回きりのお試し体験も可能です。お電話でご相談ください。）

【参加者特典】高精度マルチ周波数体組成測定

お問い合わせ（予約先）　本部町保険予防課　TEL．47-5602

本部町では、税の公平・公正を確保するため、沖縄県と連携して11月1
日から12月28日までの期間、町税の「徴収強化月間」として取り組みます。

具体的には、電話催告・文書催告・勤務先への給与照会・金融機関
への預金調査・預貯金及び不動産の差押などの滞納処分を行います。

町税は、教育・福祉・保健・消防・ごみ処理等、行政サービスを維持
するための大切な財源です。納付期限内に納めましょう！

お問い合わせ 　本部町町税対策課　TEL．47-5629

野外焼却（野焼き、ドラム缶焼却、一斗缶焼却等）は煙による近隣
住民への迷惑のほか、ダイオキシン類等の発生による健康被害や土
壌汚染のおそれがあることから、廃棄物の処理及び清掃に関する法
律により一部の例外を除き厳しく規制されています。

野外焼却は罰則の対象となり、5年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金又はこの併科、法人はさらに両罰規定で3億円以下の罰
金に科されます。
※野外焼却は原則禁止で、役場で許可や届出はおこなっておりません。

お問い合わせ 　本部町保険予防課　TEL．47-5602

あなたは年金納めていますか？この機会に年金加入状況の確認を！
日本年金機構は厚生労働省と協力して11月を｢ねんきん月間｣と位

置づけ、公的年金制度の普及・啓発活動を積極的に行います。
年金はなに？とおもう方が多いと思います。年金を分かりやすく例え

るなら老後の貯金のようなもの。納め忘れがあるといざという時に年金
が受け取れないということもあります。

この機会にどれだけ年金を納めているか確かめてみましょう！それが
未来設計にもつながります。
「ねんきんネット」をご利用いただくと、24時間いつでもどこでもパソ

コンやスマートフォンで最新の年金加入の記録を確認できます。
学生の方や仕事を辞めて求職中の方など年金を納めることが難し

い場合は免除申請や学生納付特例免除の手続きもできます！

お問い合わせ 　本部町福祉課　TEL.47-2165

平成31年度保育所（園）入所申込開始！！

11月・12月は町税の徴収強化月間です

野外焼却は法律で禁止されています！

11月はねんきん月間です

平成30年度 本部町健康トレーニング教室
～健康講話・簡単筋力トレーニング体験～

11月１日～ 12月28日は県税・市町村税の徴収強化月間です。
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※11月は国保税4期・後期高齢4期・町県民税3期（10月31日納付期限）未納
の方に督促料100円が発生します。引き続き未納が続くと延滞金も発生します
ので、期限内の納付をお願いします。

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
固 定 
資 産 税

○
1期

○
2期

○
3期

○
4期

町県民税 ○
1期

○
2期

○
3期

○
4期

軽 自 動
車 税 ○

国 保 税 ○
1期

○
2期

○
3期

○
4期

○
5期

○
6期

○
7期

○
8期

後期高齢 ○
1期

○
2期

○
3期

○
4期

○
5期

○
6期

○
7期

○
8期

○
9期

11月の夜間
納税相談日 平成30年11月26日(月） 午後5時30分～

　午後7時30分
※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。
相談できる税：固定資産税、町県民税、軽自動車税、国保税、
 後期高齢者医療保険料
お問い合わせ 　保険予防課　TEL.47-2701　 町税対策課 TEL.47-5629

環境美化活動を通して地域の人達とふれあい、助け合う心や思い
やりの心、郷土を愛する心を培うことを目的に、本部町クリーンキャン
ペーンが下記のとおり開催されます。

【開催日】平成30年12月2日（日） 午前８時30分～ 12時頃
【場　所】各字公民館に集合し、地域の清掃を行う。
【対　象】全町民

クリーンキャンペーンを通して「美しく住みよい町づくり」を推進しま
しょう。ご協力をよろしくお願い致します。

お問い合わせ  各字公民館または本部町教育委員会（TEL．47-2206）

① 集金は平成31年3月31日をもって終了となります。
② 納付は便利な口座振替でお願いします。（申込書は集金人が持っています）
③ 水道の名義人が、実際の使用者と違う場合は、公営企業課にて名

義変更をお願いします。（そのままにすると、納付書が届かなくなる
ことがあります。なお、どうしても手続きに本人が来られないときは、
委任状を取得し、代理人が手続きをお願いします。）

お問い合わせ 　本部町公営企業課　TEL．47-3044

60歳未満、国民年金第1号被保険者で、年間60日以上農業に従
事していれば、どなたでも加入できます。
農業者年金の特徴

1 積立方式・確定拠出型
2 終身年金、80歳前になくなった場合死亡一時保険あり
3 保険料が全額、社会保険料控除
4 保険料（2 ～ 6.7万）は自由に選べ、いつでも見直しが可能
5 認定農業者など意欲ある担い手には、国庫補助制度あり

詳しくは農業者年金基金HP（http://www.nounen.go.jp）をご確認ください。

お問い合わせ　本部町農業委員会（産業振興課内） TEL．47-2412 
JAおきなわ本部支店 TEL．47-2501

平成31年成人式を下記の日程で行います。

【日　時】平成31年1月13日（日）
 受付：午後2時～2時50分　開式 : 午後3時

【場　所】本部町会館（町営ホール）　本部町字渡久地4番地
【対象者】平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれで現在、本部町に住所を 
 有する方、または平成２６年以降（中学校卒業後）に転出された方。
※本部町出身者で現在、本町に住所を有していない方へ

進学や就職、その他の理由で中学校卒業前に本部町から住所を移した方で
本町での成人式に参加を希望される場合は下記までご連絡ください。

※施設の安全管理上、会場敷地内にて旗を掲示することはできませんのでご注
意ください。

お問い合わせ 　本部町総務課　TEL.47-2101

11・12月の町内行事・イベント情報

第２６回本部町クリーンキャンペーンのお知らせ

水道料金についての3つのお知らせ

11月は児童虐待防止推進月間です

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を

成人式のお知らせ 　ご寄付本部町ちゅらまちづくり応援基金ありがとうございました。

日程 行事・イベント 場所

11月

2日 移動おはなし会 東区公民館
10日 小郡市・本部町記念植樹式 本部町役場

10・11日 第36回もとぶ展・
第30回本部町福祉まつり

町民体育館

11日 瀬底区敬老会 瀬底集落センター
備瀬区グラウンドゴルフ大会 町給食センター前広場
ツール・ド・おきなわ

18日 大東山区民運動会 本部小学校
22日 移動おはなし会 新里区公民館
25日 もとぶ観光文化フェスタ 町多目的イベント広場（闘牛場）

12月 15日 クリスマスおはなし会 町立博物館ギャラリー

平成30年8月16日～9月15日分

●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

件数336件……………………………総額9,121,000円
●詳細は町ホームページに随時更新予定です。

11月は国保税5期・後期高齢5期の納付月です

虐待を受けたと思われる子どもがいたら。 ご自身が出産や子育てに悩んだら。 子育てに悩む親がいたら。

児童相談所
全国共通
３桁

ダイヤル

 いち はや く  あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。
お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部の IP 電話からはつながりません。※通話料がかかります。

11月30日は国保税（５期）、後期高齢（５期）の納期限です。納期限内の納付をお願いします。

　広報もとぶ　平成30年11月1日（木）　第356号7（  ）



ベジタブルインキを
使用しております。

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
精
神
高
揚

と
健
康
増
進
を
目
的
と
す
る
本

部
町
陸
上
競
技
大
会（
主
催
・

町
体
育
協
会
）が
9
月
9
日
、

町
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
行
政
区
か
ら
代
表
に
選

出
さ
れ
た
選
手
が
走
・
跳
・
投

の
各
種
目
で
体
力
や
技
術
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
今
大
会
の

結
果
は
、一
般
男
子
の
部
は
伊

並
チ
ー
ム
、
壮
年
男
子
の
部
は

豊
川
チ
ー
ム
、一
般
女
子
の
部

は
伊
豆
味
チ
ー
ム
が
1
位
と
な

り
、
総
合
得
点
で
伊
並
チ
ー
ム

が
10
年
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
備
瀬
行
政
区

に
音
響
機
器
や
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
・
椅
子
、
冷
蔵
庫
、
液

晶
テ
レ
ビ
等
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
豊
年
祭
等
の
伝

統
行
事
や
屋
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
の

収
益
金
は
国

や
地
方
公
共

団
体
に
還
元

さ
れ
、
こ
う
し

た
様
々
な
事
業

に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
普
通
教
室

へ
の
空
調
整
備
が
完
了
し
、
平

成
30
年
2
学
期
よ
り
使
用
開

始
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
環
境

の
改
善
に
よ
り
、
熱
中
症
予
防

や
、
集
中
力
・
学
習
意
欲
の
向

上
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
本
部
小
学
校
・
上

本
部
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
現

在
進
行
中
の
小
中
一
貫
校
全

面
改
築
工
事
に
よ
り
、
全
教
室

へ
の
空
調
整
備
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
上
本
部
小
中
一
貫

校
校
舎
の
完
成
は
平
成
31
年
8

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

7
月
23
日
～
8
月
7
日
の
16
日
間
、

「
本
部
っ
子
短
期
留
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
」に
よ
り
米
ワ
シ
ン
ト
ン
州
へ
派

遣
さ
れ
た
中
学
生
7
人
・
高
校
生
8

人
の
計
15
人
が
9
月
22
日
、
本
部

町
役
場
で
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

派
遣
生
た
ち
は
報
告
会
の
中
で

「
こ
の
短
期
留
学
で
学
ん
だ
こ
と
と
、

こ
の
体
験
を
今
後
ど
う
活
か
し
た
い

か
」を
日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
り
、
滞
在
中
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
一
環
で
実
施
し
た
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
を
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
積
極
的
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
手
に
入
れ
、
地
元
の
活
性
化
に
貢

献
し
た
い
」な
ど
と
、
留
学
を
通
じ
て
の
感
想
を
述
べて
い
ま
し
た
。

町
内
農
業
者
で
畜
産
業
を
営
む

大
城
綱
徹
さ
ん
が
指
導
農
業
士
に

認
定
さ
れ
9
月
13
日
、
本
部
町
役

場
で
認
定
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

指
導
農
業
士
は
、
優
れ
た
農
業
経

営
を
行
い
つ
つ
、
新
規
就
農
者
等
の

育
成
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
し
て
、
知
事
か
ら
認
定
さ
れ

た
農
業
者
で
、
町
内
で
8
人
目
と

な
り
ま
す
。
大
城
さ
ん
は「
畜
産
だ

け
で
な
く
、
他
の
部
門
の
農
業
者

と
協
力
し
な
が
ら
、
町
の
一
次
産

業
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
。
後
継

者
や
若
い
農
業
者
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

南
米
に
渡
っ
た
町
出
身
者
の
子
弟

を
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
る「
南

米
本
部
町
出
身
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
」に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
、
ラ

パ 

安
慶
名 

サ
レ
ス 

ス
エ
レ
ン
さ
ん
と

ド
ミ
ン
ゲ
ー
ス 

具
志
堅 

ナ
ー
ジ
ャ
さ

ん
の
2
人
が
研
修
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
は
、
9
月
20
日
か
ら

2
月
25
日
ま
で
で
、
名
桜
大
学
で
の

日
本
語
研
修
や
も
と
ぶ
元
気
村
で
の

三
線
教
室
な
ど
、
沖
縄
文
化
を
肌
で

体
験
し
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

町
内
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
激
励
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

大
城
綱
徹
さ
ん
が
指
導
農
業
士
に
認
定

ブ
ラ
ジ
ル
の
町
出
身
者
子
弟
が

来
町
し
ま
し
た

第
71
回
本
部
町
陸
上
競
技
大
会

宝くじ助成事業

町
内
各
小
中
学
校
に

ク
ー
ラ
ー
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
！

ワシントン州立大学キャンパス内認定を受けた大城さん（左から3番目）

（左から）平良町長を訪問した安慶名さんと具志堅さん

総合優勝を果たした伊並チーム

音響機器 電化製品

涼しい教室で快適に授業を受ける本部小学校の児童たち

本
部
っ
子
短
期
留
学

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
報
告
会

平成30年11月1日（木）第356号本部町飲酒運転根絶の町「飲酒運転　しない　させない　地域の輪」
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（　）前月比

平成30年9月30日現在

世帯数 6,307世帯（－13）

13,259
6,741
6,518

人（－20）

人（－9）

人（－11）

人　口
男
女

次目

平成31年度
保育所（園）入所
申込を開始します！

詳しくは6ページへ

9月22日～23日に、瀬底区と崎本部区で豊年祭が行われました。
区内外から多くの方が参加し、大盛況となりました。

豊年祭豊年祭
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本部っ子短期留学
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綱引き

棒

長者の大主

耕作ペーチン

瀬底区 崎本部区


